
探究的な学びについて
ー 「SS Ⅰ」ガイダンス ー

2026年度　SSH特設科目「SSⅠ」 

2026年4月13日（月）



SSI [総合探究＋情報I]

   　    SSⅠ      ＝   総合的な探究の時間  ＋    情報Ⅰ
　  （必修2単位）           　(1単位分)              (1単位分)

課題研究 「情報Ⅰ」の授業

高1担任・学年主任

探究科教員

各教科の先生方 

情報科教員2名

(Team Teaching)

探究の実践 探究の基盤

全クラス　火曜６限 クラスによって曜日・時限は異なる

内容

位置づけ

担当教員



本日のガイダンスでお話したいこと
1. 「課題研究」とは

2. 「SSⅠ」年間計画

3. 「SSⅠ」の目標と成績評価

4. 課題研究を始めよう！

5. 教室でのアクティビティの説明



「課題研究」とは　
- 調べ学習と何が違うの？ -



「課題研究」とは

1. 自分の進路や興味・関心を社会・学術の諸問題と関連させ、

取り組む課題を見いだす。

2. 先人たちが行った研究の諸業績をふまえる。

3. 適切な調査・実験方法を用いて、

客観的な事実やデータを収集する。

4. 自分自身の考察やアイディアなどで、

新たな知見を創造、探究する。

5. 他者と共有する。

下記をふまえ、答えのない「問い」(課題) の解決に寄与する行為

Goal



現実
As-Is

理想
To-Be

GAP

あるべき姿

ありたい姿

実際の姿

問題 課題

ギャップを

埋めるために

するべきこと

そもそも「課題」とは？



「調べ学習」との違い
調べ学習

課題研究

　すでに明らかになっていることをまとめて理解する。

調べたものに対して「問い」を立て、

さらに調べ、問う過程を繰り返すことで、

まだ答えの分かっていない「問い」に取り組む。

＝ 調べ学習 ＋ 「問い」への取り組み



課題研究のステップ
STEP1 研究テーマを決める

STEP2 リサーチクエスチョンを導く

STEP3 仮説を立てる

STEP4 適切な研究方法を選ぶ

中間目標 研究計画書を作成する

STEP5 調査を実施する

STEP6 結果をまとめて考察し、結論を導く

STEP7 研究内容をまとめる

どういうテーマが良いの？

「問い」と何が違うの？

予想や予測とは違うの？

実験はできるの？

いつ、どのように
調査するの？



「SS Ⅰ」年間計画　
- 全体像をつかむ -



高1・高2　年間計画　全体像
前期 後期

高1
「SSⅠ」

総合探究
部分

情報Ⅰ
部分

高2

SSⅡ

情報Ⅰ

プレ探究（半年） 専門的課題探究（1年半）

中間発表 中間発表

専門的課題探究（1年半）

情報デザイン

情報社会と問題解決 データの活用 (DS)

成果発表中間発表

ネットワーク

情報のデジタル表現 プログラミング

情報セキュリティ



【SS I（総探）】プレ探究→専門的課題研究へ　
高1前期 高1後期 高2

プレ探究（半年） 専門的課題探究（1年半）

現
在
の
自
分
の
興
味
・
関
心

文学・語学

経済・経営

教育・心理

政治・法

理工

医・歯・薬・看護

学際領域

　　　　　　人文科学ゼミ

　　　　　　自然科学ゼミ

　　　　　　社会科学ゼミ

　　　　　　数学・情報ラボ

　　　　　　物理ラボ

　　　　　　化学ラボ

　　　　　　生物ラボ

　　　　　　地学ラボ

　　　　原
則
継
続

自
分
の
進
路
・
キ
ャ
リ
ア

志望理由書

ゼミ
コース

ラボ
コース

最
終
成
果
発
表



【SS I（総探）】年間計画
STEP1 研究テーマを決める  4月   10月

STEP2 リサーチクエスチョンを導く  5月   11月

STEP3 仮説を立てる  6月
 7月

  12月
    1月STEP4 適切な研究方法を選ぶ

中間目標 研究計画書を作成する  7月     2月

STEP5 調査を実施する
 9月

    高2STEP6 結果をまとめて考察し、結論を導く

STEP7 研究内容をまとめる  9月

基
礎
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
レ
探
究

発
展
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

専
門
的
課
題
研
究



第1-3回　テーマ設定・チーム分けの流れ
大学の学部群(≒学問領域)に近い大テーマで教室割

第1回　分野希望調査
　　
　　興味がある分野が近い人を
　　同じ教室にまとめる。

第2回　仮決定

　　チームを組み始める。
　　教室間の移動も可能にする。

第3回　チーム確定
　



第4回以降　プレ研究計画書兼報告書作成
下記の内容をまとめた報告書を作成

(1)　研究テーマ

(2)　研究背景

(3)　研究目的

(4)　研究手法

(5)　研究結果

(6)　考察・結論

(7)　今後の展望

夏休み前

ここまでの内容を

中間計画発表

前期末まで



「SSⅠ（情報）」年間計画

4月
情報社会と問題解決①
知的財産権、　引用の慣例

10月
情報社会と問題解決②
情報社会の法、研究倫理

5月
情報デザイン①
スライドの作成方法

11月
データの活用③
統計的仮説検定

6月
データの活用①
表計算ソフト基礎、グラフ

12月
データの活用④
相関分析、回帰分析

7月
情報デザイン②
プレゼンの技法、レポート

1月
データの活用⑤
アンケート調査、クロス集計

9月
データの活用②
データの読み取り、統計量

2月
データの活用⑥
A/Bテスト、質的データの分析



「SSⅠ」の目標　
- どのような力を身に着けて欲しいのか -



学校設定教科「SS」の目標
課題研究を行うことを通して、自己の在り方や生き方を考えながら、

よりよく課題を発見し、科学的に解決していくための資質・能力を身につける。

研究基礎力 探究の過程において、課題の発見と解決に必要な

知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、

探究の意義や価値を理解するようにする。

問題発見力

問題解決力

社会・学術の諸問題と自己との関わりから問いを見いだし、

自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、

まとめ・表現することができるようにする。

自律的活動力 探究に主体的・協働的に取り組むとともに、

互いの個性を生かしながら、新たな価値を創造し、

よりよい社会を実現しようとする態度を養う。



SSコンピテンシーにおける「情報活用能力」



情報活用能力とは
3観点 8要素

情報活用の

実践力

課題や目的に応じた情報手段の適切な活用

必要な情報の主体的な収集・判断・表現・処理・創造

受け手の状況などを踏まえた発信・伝達

情報の

科学的な理解

情報手段の特性の理解

自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解

情報社会に

参画する態度

情報や情報技術の役割や影響の理解

情報モラルの必要性や情報に対する責任

望ましい情報社会の創造への参画



課題研究を通して情報活用能力を培う

探究
プロセス

課題の

設定

情報の

収集

整理

分析

まとめ

表現

振り返り

改善

キーワード 発見 収集 整理

比較

処理

解析

形成

発信

伝達

表現

創造

省察

改善

5つの探究プロセスと13のキーワード
(オリジナルのものを一部改変: 赤字部分)

「課題研究」の実践と「情報Ⅰ」の学びを有機的に結び付けることで、

研究活動の基盤となる情報活用能力を高めていく

「情報活用能力を育む授業づくりガイドブック」（JAPET & SEC発行）より一部引用　



13のキーワードの意味
発見 課題を見つける。 形成 得られた情報をもとに自分の考えを持つ。

収集 課題解決の手がかりとなる情報を集める。 発信 受け手の状況を踏まえて情報を外に出す。

整理
必要な情報を選択したり、関連付けたりして、
観点を持って異なる情報を整える。 伝達

適切かつ効果的な伝達手段、伝えるべき情報
の取捨選択を行って伝える。

比較 観点を持って異なる情報を比べる。 表現
情報同士の比較や関連付けをし、伝わるよう
に表す。

処理

情報の分類や分析をし、事象を情報とその結びつきと
して捉えて再構成する。
データの整理・集計を行い、データの要約や可視化を
行う（統計処理）。

創造 新しい意味や考えを自ら生み出す。

省察
研究の成果や自身の変化を客観的に見つめ、
新たな気づきを得る。

解析

物事を構成要素に分解し、それぞれの特徴や構造を明
らかにした結果を論理的に考察し、意味や原因を明ら
かにする。
データから意味のある情報を取り出し、データの背後
にある関係性や規則性を明らかにする（統計解析）。

改善
より良くするために、自分の考えや行動を
改める。



「SS Ⅰ」の評価
「SSⅠ」の評価は「SSⅠ（総探）」と「SSⅠ（情報）」の総合評価

「SSⅠ（総探）」 「SSⅠ（情報）」

知識・技能
７月の中間発表

2月の中間発表
定期試験（年1回）

思考力・判断力・表現力

７月の中間発表

2月の中間発表

プレ探究計画書兼報告書

レポート課題

授業内実習課題

定期試験（年1回）

主体的に学習する態度

７月の中間発表・2月の中間発表

プレ探究計画書兼報告書

学年末の振り返り・自己評価

レポート課題

授業取り組み状況



「課題研究」を始めよう！　
- 「研究テーマ」と「リサーチクエスチョン」 -



【STEP1】 研究テーマ
 ★ 「何に焦点を当てて研究を行うか」を示すもの

 ★ 「〇〇について研究する」の「○○」に相当する部分

自分の
興味・関心

社会・学術
の話題

研究テーマ



印象に残った言葉やよく目にする言葉を記録してみよう！

問題意識をもって身の回りの生活を振り返る。

疑問に思うことや興味のあることを書き出す。

【STEP1】 興味・関心を引き出す
1. 自分の進路や興味・関心を社会・学術の諸問題と関連させ、

取り組む課題を見いだす。

キーワード

内容を理解する際に欠かせない言葉

繰り返し使われている言葉



インターネット

文献

【STEP1】 情報を集める
2. 先人たちが行った研究の諸業績をふまえる。

論文

有識者の講演

先行研究
自分が行おうとしている研究テーマと同じ分野で

先に発表されている研究



【STEP2】 リサーチクエスチョンを導く
《　課題研究　》

まだ答えの分かっていない「問い」に取り組む。

問い 漠然とした疑問を疑問文の形で表したもの

研究テーマ 何に焦点を当てて研究を行うかを示すもの

リサーチクエスチョン 研究全体で明らかにしたいこと

発展 解決すべき本質的な問い（≒ issue）



教室でのアクティビティ
- 自分の興味・関心を掘り下げる -



アクティビティの説明　（Step1）
Wikiサーフィンを行う！

1. Google検索エンジン

「自分の興味のあること wiki」

　　で検索を行う。

2. Wikipediaの該当ページにアクセス

3. Wikipedia内で関心のある単語の

リンクを渡り歩く。

約7分



アクティビティの説明　（Step2）
Classroomからドキュメントを開く！

4. SSのClassroomを開き、

「 【第1回】　自分の興味・関心を掘り下げよう 」 を選択

「あなたの課題」からドキュメントを開く。

約3分

佐藤 健悟

ここをクリック



アクティビティの説明　（Step3）
Geminiにヒントを適切にもらおう！

5. 下記のプロンプトをGeminiに入力してみましょう。

私はこれから課題研究に取り組もうとしている高校生です。

自分の興味を広げるためにWikipediaで

「《キーワード①》→《キーワード②》→《キーワード③》→《キーワード④》」

の順にページをたどりました。

私の興味に関連する現代社会の課題を「《視点①》、《視点②》、《視点③》」の

3つの視点から挙げてください。

ただし、具体的な研究テーマを決めるのではなく、私に「問い」を投げかける形で、

私が自分の研究テーマを考えるための「ヒント」をください。

約5分



プロンプトの具体例

私はこれから課題研究に取り組もうとしている高校生です。

自分の興味を広げるためにWikipediaで

「人工知能→大規模言語モデル→人間のフィードバックによる強化学習→AIアライメント」

の順にページをたどりました。

私の興味に関連する現代社会の課題を「倫理、技術、法」の3つの視点から挙げてく

ださい。

ただし、具体的な研究テーマを決めるのではなく、私に「問い」を投げかける形で、

私が自分の研究テーマを考えるための「ヒント」をください。



アクティビティの説明　（Step4）
AIの提案を読んでみましょう！

6. AIの提案を下記の2つの部分を意識して読んでみましょう。

○ 納得した、面白いと思った部分（自分の興味の核）

○ 納得いかない、あるいはAIが言っていることが難しくて分か

らない部分（ここが調査・研究の出発点）

ここからしばらくは、先程のAIの提案をもとに、

あえてAIは使わずに、自分でじっくりと考える時間になります。

約5分



先ほどの具体例のGeminiによる回答
ワークシートに
Geminiの回答を貼り付け

「納得した、面白い」

↓

黄色のハイライト

「納得いかない」

「よく分からない」

↓

緑色のハイライト



アクティビティの説明　（Step5）
続きは次回！余裕のある人はチャレンジ！

7. 次の問題について、自分でじっくりと考えてみよう。

残り時間

【1】 AIが提示した複数の視点や問いの中から、あなたが最も重要だ、

あるいは詳しく調べる価値があると考えたものを1つ書き出してください。

【2】 なぜ【1】の内容を選択したのですか。

Wikipediaでの検索履歴（遷移したキーワードの繋がり）と、

あなたがこれまでに直接経験したことや関心を持っている事柄を組み合わせて、

その理由を具体的に説明してください。

【3】 あなたが選んだ3つの視点の中で、最も重点を置きたい視点を1つ選んでください。

その視点から、【1】の内容を具体的に「どのような切り口」で調査を行いたいと

考えていますか。


